
○　目的

○　事業概要

担当所属名 建設部　計画交通課 直通電話番号 63 － 1219

　
　新型コロナウイルス感染症の影響で公共交通の利用者が激減している
中、今ある路線や便を維持し、今後も市民の移動手段を確保していける
よう、引き続き、京阪バス（株）及び奈良交通（株）に関して、運行経
費の一部を負担するとともに、京田辺市地域公共交通活性化協議会にお
いて、地域公共交通計画を策定する。

　京阪バス（株）及び奈良交通（株）に関して、運行経費の一部を負担
することで、交通資源である路線バスを維持・確保するとともに、バス
待ち環境の改善を強力に推進することで、地域の重要な移動手段である
路線バスを守りつなぐための取り組みを進める。
　また、さらなる利便性向上を図るため、鉄道やタクシーを含めた本市
の公共交通活性化に向けた地域公共交通計画を策定するため、地域公共
交通活性化協議会に補助金を支出する。

（１）運行負担金額
　・奈良交通（株）　24,968千円（うち拡充936千円）
　・京阪バス（株）　40,000千円（うち拡充12,500千円）
（２）バス停上屋の新設
　・5,000千円
（３）地域公共交通活性化協議会補助金（地域公共交通計画策定）
　・6,400千円
（４）路線バス活性化事業
　・6,300千円（拡充）

　※令和６年度（拡充）（物価高騰支援対象額:19,736千円）

事業内容

予算額 82,668 千円 新規・拡充
継続の別 拡充

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 地域公共交通活性化事業



○　目的

○　事業概要

出典：国土交通省「水災害対策とまちづくりの連携」

担当所属名 建設部　計画交通課 直通電話番号 63 － 1219

　本市では、北部・中部・南部の各鉄道駅周辺に都市機能を集約し、周
辺を含む住宅地との間を公共交通で結びながら、「ＪＲ京田辺駅・近鉄
新田辺駅周辺」の中心拠点と、「ＪＲ松井山手駅周辺」、「近鉄・ＪＲ
三山木駅周辺」の地域拠点を鉄道駅で連携することにより、多元的な集
約型都市構造（クラスター・イン・クラスター）を目指している。
　このような都市構造を実現する手段のひとつとして、都市再生特別措
置法第８１条の規定に基づき、平成３１年４月に京田辺市立地適正化計
画を作成した。
　近年、頻発化・激甚化する災害に対して、被害を最小化するための施
設整備や避難等の取り組みの充実、居住等の誘導を図る地域の安全を確
保しつつ都市のコンパクト化を進めるため、都市再生特別措置法第８１
条第２項第５号に基づき、居住誘導区域内の防災対策を記載する防災指
針を作成し、立地適正化計画を改定する。

　令和６年度に、居住誘導区域等における災害リスク分析と防災・減災
まちづくりに向けた課題の抽出や取り組み方針の検討を行う。
　令和７年度に、前年の成果を基に、防災指針を盛り込んだ立地適正化
計画を改定し、公表する。

【債務負担行為：令和６～７年度　７，０００千円】

事業内容

予算額 6,000 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 立地適正化計画改定事業（防災指針作成）



○　目的

　安全で快適な市営住宅を長期間にわたって確保するため、予防保全等
の観点から修繕や改善工事を実施し、建物の長寿命化と更新コストの縮
減を図る。

○　事業概要

・ 興戸団地第３期外部長寿命化改修等工事
 外壁改修・鉄部塗装・受水槽更新等工事

・ 上記工事に伴う工事監理業務委託

1341担当所属名 建設部　開発指導課 直通電話番号 64 －

事業内容

予算額 150,400 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 市営住宅長寿命化事業



○　目的

○　事業概要

・ 木造住宅耐震診断士派遣事業　　１，５６０千円
　市から耐震診断士を派遣し耐震診断を実施するとともに、その
診断結果に基づく改修のアドバイスや概算工事費の提案を行う。
自己負担額は３，０００円。
〈事業規模　　３０戸〉

・ 木造住宅耐震改修等補助事業　　２４，１００千円
（本格改修）　　２２，５００千円
◎評点１．０以上への改修に上限１５０万円（拡充）

（簡易改修）　　１，６００千円
◎簡易な改修の方法により耐震性を向上させるものに上限４０万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（補助率４／５）
〈事業規模　　本格改修　１５戸　　簡易改修　４戸〉

・ 木造住宅耐震シェルター設置費補助事業　　３５０千円
　耐震性が低く、耐震改修が困難な木造住宅に対し、安全な空間を
確保する目的で、耐震シェルターを設置する場合に上限３５万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（補助率３／４）
〈事業規模　　１戸〉

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 住宅耐震化等促進事業

予算額 26,010 千円 新規・拡充
継続の別 拡充

担当所属名 建設部　開発指導課 直通電話番号 64 －

事業内容

1341

　安全・安心な暮らしの創造の一環として、地震発生の際、倒壊等の危
険性の高い木造住宅の耐震性の向上等を図り、地震に強いまちづくりを
推進する。

◎評点０．７以上１．０未満の改修に上限１００万円（補助率４／５）



○　目的

○　事業概要

道路整備　L＝4.2km
　R6実施事業　基準点測量・現地測量　一式
　　　　 　　 路線測量　一式
　R7実施事業　道路予備検討・道路予備設計　一式
 　　　　　　 交差点予備修正設計　一式

【債務負担行為：令和６～７年度　３３，０００千円】

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 都市計画道路大住草内線道路整備事業

予算額 63,500 千円 新規・拡充
継続の別 継続

事業内容

　近畿自動車道名古屋神戸線（新名神高速道路）の全線開通によって、
今後京田辺市の交通ポテンシャルが向上し、道路ネットワークを活かし
た土地利用の重要性が増す見込みである。
　このことから、大住地区と草内地区を結ぶ都市計画道路を整備するこ
とにより、地域間の道路ネットワーク構築、産業拠点の活性化および土
地利用の活性化を図ることを目的とする。

担当所属名 建設部　都市整備課 直通電話番号 64 － 1346
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○　目的

　中心市街地を含む田辺地区・東地区の治水安全性の向上を図るため、
防賀川から新西浜樋門への放水路区間の整備を行う。

○　事業概要

・放水路整備事業
　（Ｒ６実施事業　放水路整備工事　　Ｌ＝６０ｍ　
　橋梁上部工・下部工　Ｎ＝２橋）

・工事用地借地　一式
・特別単価調査　一式

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 新西浜放水路整備事業

予算額 93,400 千円 新規・拡充
継続の別 継続

事業内容

担当所属名 建設部　都市整備課 直通電話番号 64 － 1346



○　目的

○　事業概要

・用地交渉委託
・用地買収　A＝3,500㎡
・物件移転補償　一式

【債務負担行為：令和６～７年度　１３５，０００千円】

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 遠藤川河川改修事業

予算額 7,500 千円 新規・拡充
継続の別 新規

担当所属名 建設部　都市整備課 直通電話番号 64 －

事業内容

1346

　南田辺西地区区画整理事業に伴い、その排水先である遠藤川について
治水安全度を向上させるため河川整備を行う。

事業箇所



○　目的

○　事業概要

  ・排水路整備測量設計　一式
 ・シミュレーション業務　一式

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 田辺北排水路整備事業

予算額 43,000 千円 新規・拡充
継続の別 新規

担当所属名 建設部　都市整備課 直通電話番号 64 －

事業内容

1346

　田辺北地区新市街地整備事業に伴い、その排水先である田辺北排水路
（田辺都市下水路）について治水安全度を向上させるため水路拡幅を行
う。

事業箇所

事業箇所



○　目的

○　事業概要

・ 公共下水道（雨水）区域編入業務　一式

担当所属名 建設部　都市整備課 直通電話番号 64 － 1346

　令和３年度に改正された流域治水関連法に基づき、下水道（雨水）施
設に係る流域について浸水想定区域の指定が義務づけられたことに伴い
市内の都市下水路流域等について、公共下水道（雨水）区域に編入し、
浸水シミュレーションによる内水浸水想定区域図を作成するためのデー
タ整理等を行う。

事業内容

予算額 20,000 千円 新規・拡充
継続の別 新規

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 公共下水道（雨水）区域編入及び浸水想定区域指定事業



○　目的

○　事業概要

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 田辺北地区新市街地整備事業【再掲】

予算額 265,500 千円 新規・拡充
継続の別 継続

事業内容

　中心市街地の一翼を担う魅力ある新市街地の整備に向けて、田辺北地
区での組合施行の土地区画整理事業を支援する。

　・都市再生土地区画整理事業補助
　・田辺北大通り線補償計画検討業務
　・田辺北大通り線道路設計（区画整理区域外）

担当所属名
企画政策部　都市みらい室
建設部　都市整備課

直通電話番号
64
64

－
－

1361
1346



○　目的

○　事業概要

・京田辺市山手東地内
市道山手環状１号線　N=1箇所

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 横断歩道注意喚起灯設置事業

予算額 5,000 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

市道山手環状１号線

　子どもが安全に通学できる環境づくりを進めるため、信号機の無い通
学路及び危険な箇所での横断歩道へ注意喚起灯を設置することにより、
道路横断歩行者が安全で安心して通行できることを目的とする。

担当所属名 建設部　施設管理課 直通電話番号 64 － 1342



○　目的

○　事業概要・スケジュール

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 緑の基本計画策定事業

予算額 3,536 千円 新規・拡充
継続の別 継続

事業内容

　「緑の基本計画」を見直し、本市の緑地保全や推進を、昨今の社会情
勢に合わせ、総合的かつ計画的に取り組むことにより、緑に包まれなが
ら豊かに暮らせるまちの実現に向けて取り組む。

令和６年度
　計画原案策定　一式
　パブコメ実施　一式
　改定計画策定　一式

担当所属名 建設部　公園緑地課 直通電話番号 64 － 1344



○　目的

　
○　事業概要

・ヒコーキランド改修工事　一式

　

　　　田辺公園ヒコーキランド

令和６年度　当初予算主な事業

事業名
みんなが遊べる公園環境整備事業
（インクルーシブ遊具等）

予算額 137,000 千円 新規・拡充
継続の別 継続

事業内容

　田辺公園ヒコーキランドを、障がいの有無に関わらず誰もが一緒に遊
べるインクルーシブ（包括的）な公園へ再整備する。

　田辺公園ヒコーキランド一帯をインクルーシブ（包括的）な公園（障
がいの有無に関わらず誰もが一緒に遊べる公園）へ再整備するため、遊
具の更新に合わせ駐車場からのスロープ設置、みんなのトイレの設置な
どの整備を行う。

担当所属名 建設部　公園緑地課 直通電話番号 64 － 1344



○　目的

○　事業概要

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 田辺公園パデルコート整備事業

予算額 30,000 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

パデル　イメージ写真

　田辺公園テニスコートの一部を有効活用し、スペイン発祥のラケット
競技である「パデル」のコートを整備することで、新たなスポーツのコ
ンテンツの磨き上げに取り組むとともに、賑わいの創出や健康促進を図
る。
　また、パデルはスポーツ初心者や高齢者まで様々人が楽しむことが可
能であり、隣接して進めている「みんなが遊べる公園環境整備事業」と
の相乗効果を見込む。

担当所属名 建設部　公園緑地課 直通電話番号 64 － 1344

                                      出典：一般社団法人日本パデル協会
                                            パデル説明資料

現況写真

　パデルコートの整備
　・田辺公園パデルコート設置　　一式



○　目的

　
○　事業概要

Park-PFI事業者への特定公園施設整備工事委託　一式
指定管理業務委託　一式
管理運営に係るモニタリング作成業務委託　一式
用地測量業務委託　一式
水道引き込みに係る諸手続　一式　

〇　公園のイメージ図

　

担当所属名 建設部　公園緑地課 直通電話番号 64 － 1344

　Park-PFI制度による民間の資金やノウハウを活かして、農福連
携をテーマとした田辺公園を拡張整備し、子どもから高齢者、障
がいのある人など全ての市民が交流する緑の拠点として、また障
がいのある人が公園の管理や運営に携わることで、社会的自立を
支援する拠点として利活用を図る。

事業内容

予算額 242,050 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和６年度　当初予算主な事業

事業名 田辺公園拡張整備事業（Park-PFI）


